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国 広 哲 弥
いているのでそちらに譲るが､ある期間にわたっ
て続 く出来事や状態が問題になっているときは
｢つうじて｣を用いる｡｢とおして｣は単なる通過
場所を指すときに用いる｡上の英文はそれまで続
いた議論を問題にしているので､｢つうじて｣で
なければならない｡この拙文の題に ｢つうじて｣
を用いているのも同じ理由による｡
これはほんの一例であり､英語の教室ではこの
ような日本語の学習不足がしばしば障害となる｡
｢このalは 『あらゆる』であって､『すべての』
ではない｡｣と説明してみたところで､こういう
日本語の意味が分かっていなかったら何にもなら
ない｡｢あらゆる｣は開いた集合を表し､｢すべて
の｣は閉じた集合を表す｡あるalの用法がどち
らの意味であるかというところまで考えるのが､
的確な読みと言うものである｡このような基本的
な語の意味用法については､高校までの日本語教
育で十分に訓練されていなければならない｡高級
な文学鑑賞ばかりやって､基本語の意味用法をな
いがしろにしていては砂上の楼閣を築くことにな
ろう｡これは大学入試の問題の出し方が影響を及
ぼしている面もあるので､十分な反省が必要であ
ると思う｡
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